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若
槻
　
泰
雄
著

『
発
展
途
上
国
へ
の
移
住
の
研
究

　
　
ー
ボ
リ
ビ
ァ
に
お
け
る
日
本
移
民
』

　
海
外
出
移
民
の
問
題
は
次
の
三
点
に
整
理
で
き
る
。
e
移
民
が
析
出
さ

れ
て
く
る
社
会
経
済
的
背
景
の
問
題
、
⇔
「
移
民
」
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

の
時
代
的
変
化
の
間
題
、
⑫
移
住
先
に
お
け
る
移
住
者
な
い
し
移
住
者
集

団
の
状
況
、
つ
ま
り
移
住
先
社
会
に
対
す
る
適
応
（
非
適
応
を
も
含
む
）
の

問
題
お
よ
び
そ
こ
に
お
け
る
様
々
な
集
団
と
意
識
の
形
成
の
問
題
．
（
西
川

大
二
郎
「
沖
縄
県
久
米
島
具
志
川
村
に
お
け
る
海
外
出
移
民
－
特
に
中
南
米
移
民

ー
の
特
性
に
つ
い
て
」
法
政
大
学
教
養
部
紀
要
　
六
三
号
　
一
九
八
七
年
一
月
）
。

西
川
と
鶴
木
は
一
九
八
五
年
外
務
省
移
住
課
か
ら
の
委
託
研
究
を
機
会
に
、

慶
鷹
、
東
京
、
津
田
塾
、
法
政
、
武
蔵
の
各
大
学
の
研
究
者
と
大
学
院
生

で
移
住
研
究
会
を
組
織
し
、
海
外
出
移
民
の
国
内
送
出
要
因
を
分
析
し
て

き
た
。
こ
の
研
究
会
で
は
、
外
交
資
料
館
事
務
官
、
元
国
際
協
力
事
業
団

職
員
を
含
め
、
日
本
の
出
移
民
現
象
を
日
本
資
本
主
義
の
発
展
と
関
わ
ら

せ
て
一
般
化
し
よ
う
と
す
る
従
来
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
避
け
、
時
代
的
、
地

理
的
状
況
に
即
し
た
具
体
的
事
実
か
ら
考
察
し
直
そ
う
と
い
う
立
場
を
と

っ
て
い
る
．
こ
の
研
究
会
の
目
的
は
、
戦
後
日
本
の
海
外
出
移
民
現
象
の

分
析
を
と
お
し
、
移
住
者
お
よ
び
移
住
政
策
立
案
者
や
実
施
老
の
意
識
か

ら
日
本
社
会
を
逆
照
射
し
て
、
日
本
の
戦
後
社
会
史
を
国
際
的
視
点
で
再

構
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
若
槻
泰
雄
著
『
発
展
途
上
国
へ

の
移
住
の
研
究
ー
ボ
リ
ピ
ア
に
お
け
る
日
本
移
民
』
に
対
す
る
書
評
者

（
鶴
木
）
の
視
角
は
以
上
の
如
き
と
な
る
。

e

　
本
書
は
九
二
八
頁
に
及
ぶ
大
著
で
あ
り
、
明
治
以
来
の
日
本
人
海
外
移

民
史
、
南
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
日
本
移
民
受
け
入
れ
諸
国
の
現
代
史
の
記

述
の
中
で
、
ボ
リ
ビ
ア
移
民
を
と
り
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
．
著
者
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
本
著
が
『
ボ
リ
ピ
ア
に
お
け
る
目
本
移
民
』
を

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
と
し
、
主
題
と
し
て
は
、
『
発
展
途
上
国
へ
の
移
住
の
研

究
』
と
し
た
の
は
、
パ
ラ
グ
ァ
イ
や
ア
マ
ゾ
ソ
地
区
に
お
け
る
移
民
に
も

あ
て
は
ま
る
一
般
原
則
あ
る
い
は
現
象
が
、
本
著
の
中
に
展
開
さ
れ
た
か

ら
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
第
二
次
大
戦
後
の
日
本
の
移
住
の
特
徴
で

あ
る
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
．
」
本
書
は
著
者
を
代
表
者
と
す
る
日
本
と
ボ

リ
ピ
ア
の
学
者
の
総
数
六
名
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
り
、
一
九
八

二
年
お
よ
び
八
三
年
に
は
ポ
リ
ピ
ア
で
日
系
移
民
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　
本
書
の
目
次
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
序
論
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第
一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
章

第
八
章

第
九
章

第
十
章

第
十
一
章

第
十
二
章

付
ボ
リ
ビ
ア
に
お
け
る
日
系
人
・
日
本
人
お
よ
び
ボ
リ
ピ
ア
人
に
対
す
る
ア

　
　
ソ
ケ
ー
ト

ボ
リ
ピ
ア
に
お
け
る
日
本
移
民
社
会
の
形
成

日
本
移
民
の
ボ
リ
ピ
ア
に
お
け
る
社
会
、
経
済
的
環
境

日
本
移
住
史
上
に
お
け
る
ボ
リ
ピ
ア
移
民

後
進
地
域
へ
の
移
住
促
進
論
と
そ
の
結
末

東
部
低
地
帯
の
開
発
と
外
国
移
民

ボ
リ
ピ
ア
ヘ
の
日
本
移
民
の
動
機
と
そ
の
性
格

日
本
移
民
の
生
活

日
本
移
民
の
ボ
リ
ピ
ア
ヘ
の
適
応
と
そ
の
意
識

同
化
過
程
世
代
の
生
活
と
意
識

完
全
同
化
世
代
の
生
活
と
意
識

　
ボ
リ
ビ
ア
社
会
に
お
け
る
日
本
移
民

　
結
び

　
著
者
・
若
槻
泰
雄
は
一
九
五
二
年
東
京
大
学
法
学
部
卒
業
後
、
農
林
中

央
金
庫
、
日
本
海
外
協
会
連
合
会
（
現
国
際
協
力
事
業
団
）
を
へ
て
、
現
在

玉
川
大
学
農
学
部
教
授
で
あ
り
、
移
民
に
関
す
る
著
作
と
し
て
『
移
民
』

（
弘
文
堂
　
一
九
六
六
年
）
、
『
排
日
の
歴
史
』
（
中
公
新
書
　
一
九
七
二
年
）
、
『
海

外
移
住
政
策
史
論
（
福
村
出
版
　
一
九
七
五
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（⇒

「
日
本
移
民
は
五
～
六
〇
年
も
の
長
い
期
間
に
わ
た
り
、
そ
の
初
め
と
終

り
に
二
つ
の
大
ぎ
な
波
を
も
っ
て
ボ
リ
ビ
ア
に
来
住
し
、
そ
し
て
こ
の
二

つ
の
移
民
の
集
団
は
、
全
く
異
な
る
地
域
に
、
ま
た
全
く
異
な
る
形
態
を

も
っ
て
入
国
し
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
く
戦
後
の
集
団
移
住
地
と
は

言
い
な
が
ら
、
コ
ロ
ニ
ア
・
サ
ソ
フ
ァ
ン
と
コ
ロ
ニ
ア
・
オ
キ
ナ
ワ
は
全

く
別
々
に
出
発
し
た
も
の
で
あ
る
．
…
…
ま
た
都
市
の
日
本
移
民
社
会
は

農
村
の
そ
れ
と
は
当
然
異
質
で
あ
る
し
、
同
じ
く
都
市
で
も
首
府
ラ
パ
ス

市
と
サ
ソ
タ
ク
ル
ス
市
の
日
本
人
社
会
は
別
の
性
格
を
も
っ
て
い
る
」
（
序

論
）
た
め
に
、
研
究
の
対
象
と
し
て
き
わ
め
て
興
味
深
い
こ
と
が
、
著
者

並
び
に
共
同
研
究
者
が
ボ
リ
ビ
ア
の
日
本
移
民
に
つ
い
て
研
究
し
よ
う
と

し
た
理
由
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
．
し
か
も
、
ボ
リ
ピ
ア
国
籍
の
子
孫
を

加
え
て
も
日
本
移
民
の
数
が
一
万
名
前
後
と
調
査
に
便
利
な
数
で
あ
る
こ

と
、
ボ
リ
ピ
ア
の
社
会
・
経
済
機
構
が
小
さ
く
日
本
移
民
の
立
場
、
役
割
、

影
響
等
を
研
究
し
や
す
い
こ
と
を
理
由
に
加
え
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に

著
者
の
移
民
研
究
す
べ
て
を
通
し
共
通
に
流
れ
て
い
る
第
二
次
大
戦
後
に

再
開
さ
れ
た
政
府
主
導
に
よ
る
移
住
政
策
へ
の
強
い
批
判
が
理
由
と
し
て

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
戦
後
移
住
は
「
移
住
関
係
予
算
額
の
配
分
が
示
し
て

い
る
よ
う
に
、
ア
マ
ゾ
ン
、
パ
ラ
グ
ァ
イ
、
ボ
リ
ピ
ア
等
の
僻
地
開
拓
移

民
が
戦
後
移
住
政
策
の
根
幹
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

・
…
最
も
重
要
な
点
は
、
移
民
を
受
入
れ
た
ボ
リ
ピ
ア
と
、
移
民
を
送
り

出
し
た
日
本
と
の
経
済
発
展
の
段
階
の
相
異
で
あ
る
．
…
…
第
二
次
大
戦

後
日
本
か
ら
ボ
リ
ピ
ア
ヘ
渡
っ
た
移
民
た
ち
は
、
所
得
の
高
い
と
こ
ろ
へ

向
う
と
い
う
移
住
の
一
般
的
原
則
に
反
し
た
行
為
を
と
っ
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
．
商
業
的
利
益
や
冒
険
的
野
心
を
も
っ
て
、
先
進
国
か
ら
経
済

的
に
遅
れ
た
国
へ
移
住
す
る
人
間
は
皆
無
で
は
な
か
ろ
う
が
、
第
二
次
大

戦
後
に
、
前
者
か
ら
後
者
へ
、
開
拓
農
民
が
集
団
的
に
移
住
し
た
と
い
う
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事
実
は
、
経
済
的
理
由
以
外
の
動
因
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
宗
教
団
体
を
別

と
す
れ
ぽ
、
日
本
移
民
以
外
に
は
恐
ら
く
皆
無
で
あ
る
に
違
い
な
い
」
（
序

論
）
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
系
社
会
に
は
「
ペ
ル
ー
下
り
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
と

い
う
。
ペ
ル
！
に
お
け
る
目
本
移
民
は
、
日
本
の
近
代
移
住
史
の
中
に
お

い
て
も
、
甚
し
く
悪
条
件
の
部
類
に
入
る
。
ペ
ル
ー
に
移
住
し
な
が
ら
低

賃
金
と
酷
使
、
生
活
状
態
の
劣
悪
さ
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
を
初
め
諸
方
に
散
っ

て
い
っ
た
。
こ
れ
が
ペ
ル
ー
下
り
で
あ
る
。
ボ
リ
ビ
ア
ヘ
の
日
本
移
民
も

一
八
八
九
年
彼
ら
に
よ
り
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
直
後
ボ
リ
ピ
ア
経
済
は
ゴ

ム
景
気
に
よ
り
空
前
の
活
況
を
呈
し
た
。
目
本
人
移
民
は
こ
の
ゴ
ム
景
気

に
あ
お
ら
れ
て
ボ
リ
ピ
ア
に
入
っ
た
。
し
か
し
、
天
然
ゴ
ム
の
主
要
産
地

と
し
て
の
位
置
が
マ
レ
ー
シ
ア
に
奪
わ
れ
、
ゴ
ム
景
気
は
一
九
二
〇
年
に

は
完
全
に
終
了
し
た
。
ゴ
ム
産
業
を
離
れ
た
日
系
移
民
は
リ
ベ
ル
タ
市
や

ト
リ
ニ
ダ
ー
市
に
集
住
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
ま
す
ま
す
ゴ
ム
産
業

が
寂
れ
る
と
多
く
の
目
系
移
民
は
リ
ベ
ル
タ
市
か
ら
去
っ
て
い
っ
た
が
、

ボ
リ
ピ
ア
の
他
の
場
所
へ
転
住
し
た
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　
一
九
四
一
年
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
と
、
マ
ラ
イ
に
代
る
錫
の
供
給
地

と
し
て
米
国
は
ボ
リ
ビ
ア
を
重
視
し
、
両
国
は
密
接
な
関
係
に
入
っ
た
。

ボ
リ
ピ
ア
政
府
は
一
九
四
二
年
一
月
二
八
日
、
対
日
断
交
に
踏
み
切
っ
た
。

一
九
四
四
年
に
は
ア
メ
リ
カ
の
要
求
で
日
系
社
会
の
有
力
者
二
九
名
が
ア

メ
リ
カ
の
収
容
所
に
連
行
さ
れ
た
。
こ
の
連
行
に
よ
り
日
系
社
会
は
打
撃

を
う
け
、
戦
争
中
は
蟄
居
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
第
二
次
大
戦
後
の
移
民
は
沖
縄
県
出
身
者
に
よ
っ
て
再
開
さ
れ
た
．
彼

ら
は
目
本
政
府
の
全
く
関
知
し
な
い
う
ち
に
始
め
ら
れ
た
集
団
移
住
者
で

あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
沖
縄
で
軍
用
施
設
に
広
大
な
土
地
を
接
収
し
た
た

め
、
占
領
軍
当
局
は
県
民
の
海
外
移
住
に
積
極
的
姿
勢
を
示
し
た
。
「
ア

メ
リ
カ
民
政
府
の
委
嘱
を
受
け
た
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
教
授
デ
ィ
ク
ナ

ー
博
士
は
一
九
五
一
～
五
二
年
南
米
各
国
の
日
本
人
移
住
地
に
お
け
る
沖

縄
県
出
身
者
の
活
動
状
況
を
一
〇
ケ
月
に
わ
た
り
調
査
し
、
ボ
リ
ピ
ア
ヘ

の
沖
縄
出
身
の
新
移
民
の
受
入
国
体
と
し
て
『
う
る
ま
』
農
業
組
合
を
推

薦
し
た
。
ア
メ
リ
カ
民
政
府
当
局
は
こ
れ
を
受
け
、
初
年
度
四
〇
〇
人
の

渡
航
費
と
し
て
十
六
万
米
ド
ル
を
予
算
化
し
た
。
…
…
し
か
し
ア
メ
リ
カ

政
府
が
他
の
国
に
移
住
さ
せ
た
占
領
地
住
民
の
面
倒
を
い
つ
ま
で
も
誠
意

を
も
っ
て
み
る
は
ず
も
な
く
、
コ
ロ
ニ
ア
・
オ
キ
ナ
ワ
は
日
本
か
ら
の
援

護
を
得
ら
れ
る
サ
ン
フ
ァ
ソ
よ
り
も
甚
し
く
不
利
な
立
場
に
立
た
さ
れ
た
。

こ
の
状
況
に
鑑
み
、
日
本
政
府
は
一
九
六
六
年
五
月
に
開
催
さ
れ
た
第
九

回
日
米
協
議
委
員
会
に
お
い
て
こ
の
問
題
を
持
ち
出
し
、
外
国
に
い
る
沖

縄
県
出
身
者
の
保
護
は
第
一
義
的
に
は
日
本
政
府
が
当
る
こ
と
、
沖
縄
住

民
の
海
外
渡
航
に
は
目
本
政
府
の
旅
券
を
発
給
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
、

コ
ロ
ニ
ア
・
オ
キ
ナ
ワ
の
人
々
は
、
初
め
て
日
本
政
府
の
保
護
と
援
助
の

下
に
入
い
っ
た
」
（
第
一
章
）
。

　
日
本
本
土
か
ら
ボ
リ
ピ
ア
ヘ
の
移
民
の
再
開
は
、
一
九
五
五
年
七
月
、

甘
薦
栽
培
を
目
的
と
し
た
「
西
川
移
民
」
に
よ
り
始
め
ら
れ
、
翌
一
九
五

六
年
八
月
日
本
と
し
て
は
戦
後
最
初
の
移
住
協
定
を
ボ
リ
ピ
ア
政
府
と
の

間
で
締
結
し
た
．
そ
の
内
容
は
五
年
間
に
一
、
O
O
O
家
族
を
移
住
さ
せ

る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ボ
リ
ビ
ア
政
府
は
こ
の
協
定
に
よ
っ
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て
約
束
し
た
灌
漉
や
排
水
工
事
を
今
日
に
至
る
ま
で
全
く
実
施
し
て
お
ら

ず
、
日
本
政
府
は
戦
後
の
計
画
移
住
者
す
ぺ
て
に
適
用
さ
れ
た
渡
航
費
の

貸
付
を
お
こ
な
っ
た
も
の
の
、
「
人
跡
未
踏
の
原
始
林
に
開
拓
地
を
建
設

す
る
と
い
う
認
識
は
皆
無
に
近
く
、
漫
然
と
移
民
を
送
り
こ
ん
だ
」
（
第
一

章
）
．
昭
和
六
〇
年
の
外
務
省
資
料
に
よ
る
と
ボ
リ
ピ
ア
の
日
本
人
は
、

日
本
人
三
、
○
O
O
余
人
、
日
系
人
七
、
O
O
O
余
人
、
あ
わ
せ
て
一
〇
、

○
○
○
余
人
で
、
ラ
パ
ス
市
、
サ
ソ
タ
ク
ル
ス
市
、
サ
ソ
フ
ァ
ン
移
住
地
、

オ
キ
ナ
ワ
移
住
地
に
集
住
し
て
い
る
。

「
ボ
リ
ビ
ア
の
現
状
は
、
入
移
民
の
国
で
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
遥
か
に

出
移
民
の
国
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
と
の
国
境
地
帯
の
ボ
リ
ビ
ア
政
府
の
権

力
の
お
よ
ば
な
い
地
域
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
農
民
が
滲
透
し
、
そ
の
数
は
三
〇
、

○
O
O
以
上
と
見
込
ま
れ
、
新
た
な
紛
争
を
お
こ
す
恐
れ
も
あ
る
が
、
ボ
リ

ピ
ア
よ
り
の
出
移
民
は
こ
れ
ら
の
入
移
民
よ
り
遥
か
に
多
い
。
…
…
殊
に

日
本
移
民
の
最
盛
期
の
一
九
五
四
年
～
一
九
六
三
年
の
一
〇
年
間
に
は
二

五
～
三
〇
万
人
も
の
ボ
リ
ピ
ア
人
が
、
自
国
を
後
に
し
て
ア
ル
ゼ
ン
チ
γ

に
生
活
の
場
を
求
め
て
出
国
し
た
。
…
…
ボ
リ
ビ
ア
は
ス
ピ
ー
ド
を
あ
げ

て
無
人
国
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
小
児
の
死
亡
率
は
最
高
位
だ
し
、
仕
事
は

な
い
し
、
何
か
た
め
に
な
る
事
業
が
開
発
さ
れ
そ
う
も
な
い
か
ら
、
若
者

た
ち
は
隣
国
（
ア
ル
ゼ
ソ
チ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
）
ば
か
り
で
な
く
、
米
国
ま
た

は
遠
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ヘ
移
住
す
る
こ
と
ば
か
り
を
夢
み
て
い
る
」
（
第

二
章
）
。

㊧

　
著
者
を
中
心
と
す
る
共
同
研
究
組
織
は
、
文
部
省
の
科
学
研
究
費
に
よ

る
助
成
を
う
け
て
、
ボ
リ
ビ
ア
に
お
い
て
日
本
移
民
や
そ
の
子
孫
た
ち
を

対
象
に
ア
ソ
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
．
回
収
率
は
地
区
に
よ
っ
て
異
な

り
六
五
～
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
間
に
バ
ラ
つ
い
た
。
そ
の
理
由
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
現
地
の
日
本
人
会
や
ニ
ッ
ケ
イ
会
、
ロ
ー
タ
リ
ー
や
ラ
イ
オ
γ

ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局
に
一
任
す
る
形
を
と
っ
た
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
中
に
は
無
作
為
に
よ
る
抽
出
の
場
合
の
よ
う
に
母
集
団
を
適
切
に
代

表
す
る
と
は
思
え
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
お
り
、
著
者
も
そ
の
こ
と
を
認

め
て
い
る
。
と
は
い
え
、
現
地
調
査
に
か
け
た
著
者
た
ち
の
情
熱
は
並
々

な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
、
総
計
二
、
三
四
〇
サ
ソ
プ
ル
か
ら
の
回
答
を
得
て

い
る
．
母
集
団
一
〇
、
O
O
O
人
の
二
割
か
ら
回
答
を
得
た
こ
と
に
な
る

が
、
本
書
で
は
調
査
対
象
に
関
す
る
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の
仕
方
が
必
ず
し
意

明
確
で
は
な
く
、
集
計
結
果
の
有
意
差
検
定
等
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
本
書
の
記
述
の
み
で
調
査
結
果
と
そ
れ
よ
り
得
た
知
見
に
つ

い
て
評
価
す
る
の
は
デ
ー
タ
不
足
で
あ
り
避
け
た
い
と
思
う
。
と
は
い
え
、

ボ
リ
ビ
ア
に
お
け
る
日
系
人
の
意
識
構
造
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の
十
分

な
手
が
か
り
と
な
る
こ
と
は
疑
い
な
い
．

　
著
者
は
日
本
人
出
移
民
の
歴
史
的
考
察
と
ア
ソ
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を

組
み
合
せ
、
日
本
移
民
の
近
未
来
予
測
を
行
い
、
本
書
の
結
び
と
し
て
い

る
。
そ
の
い
く
つ
か
を
列
挙
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
e
大
型
農
業
機
械
を
使
用
す
る
営
農
へ
近
年
到
達
し
た
が
、
そ
れ
が
農
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地
の
表
土
の
浸
蝕
を
進
め
、
生
産
力
の
急
速
な
低
下
を
も
た
ら
し
つ
つ
あ

る
。　

⇔
目
本
人
農
家
で
農
業
技
術
を
身
に
つ
け
た
ボ
リ
ピ
ア
農
民
が
、
一
部

の
果
樹
や
疏
菜
の
栽
培
で
日
本
移
民
の
競
争
者
に
な
り
つ
つ
あ
る
．

　
㊧
農
産
物
の
国
際
競
争
力
が
つ
か
な
い
。
そ
の
理
由
は
国
際
市
場
へ
の

輸
送
条
件
の
悪
さ
と
労
働
力
不
足
の
た
め
で
あ
る
．
た
と
え
ば
綿
花
の
生

産
が
、
一
九
七
六
年
以
降
急
速
に
崩
壊
し
た
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

　
四
ボ
リ
ビ
ア
政
府
の
農
政
は
、
短
命
な
政
権
と
非
能
率
行
政
の
た
め
農

業
保
護
あ
る
い
は
振
興
の
た
め
の
一
貫
し
た
政
策
は
存
在
せ
ず
、
農
業
生

産
は
常
に
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

　
㊨
ア
メ
リ
カ
や
ブ
ラ
ジ
ル
と
異
な
り
、
教
育
が
社
会
の
上
昇
の
キ
ー
で

な
い
所
な
の
で
、
受
け
入
り
国
民
の
文
化
程
度
が
低
い
中
へ
、
目
系
人
が

「
下
方
同
化
」
す
る
傾
向
が
あ
る
。

　
ボ
リ
ビ
ア
ヘ
渡
っ
た
日
本
移
民
は
そ
も
そ
も
何
で
あ
っ
た
の
か
1
著

者
は
、
戦
後
の
海
外
出
移
民
政
策
を
き
び
し
く
糾
弾
し
て
い
る
．
す
な
わ

ち
「
移
住
の
原
則
も
知
ら
ず
、
明
治
以
来
の
後
進
地
域
へ
の
悲
惨
な
歴
史

に
も
学
ば
ず
、
ボ
リ
ピ
ア
の
歴
史
、
政
治
、
経
済
、
社
会
そ
し
て
農
業
経

営
や
開
拓
に
関
す
る
常
識
も
な
く
、
し
か
も
そ
の
後
、
永
き
に
わ
た
っ
て

そ
の
不
備
を
修
正
補
強
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
人
々
は
、
や
は
り
そ
の
責

任
を
歴
史
に
書
き
留
め
ら
れ
る
こ
と
も
止
む
を
得
ま
い
。

　
何
れ
に
し
て
も
、
日
本
の
今
日
の
繁
栄
ー
と
い
う
よ
り
は
、
昭
和
三

〇
年
代
後
半
か
ら
の
高
度
経
済
成
長
は
当
時
何
び
と
も
予
測
し
得
な
か
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
二
七
年
の
講
和
条
約
締
結
に
よ
る
国
際
社
会
へ
の

復
帰
の
年
か
ら
、
こ
の
昭
和
三
〇
年
代
後
半
ま
で
は
、
明
治
以
来
続
い
て

い
た
と
こ
ろ
の
、
大
多
数
の
庶
民
が
そ
の
生
活
の
前
途
に
安
心
感
と
希
望

を
持
て
ず
、
未
知
と
危
険
を
冒
し
て
海
外
の
生
活
、
時
に
は
未
開
の
地
へ

も
挑
戦
し
よ
う
と
し
た
最
後
の
十
余
年
間
で
あ
っ
た
。
他
方
、
永
い
問
、

排
斥
に
次
ぐ
排
斥
の
結
果
、
移
住
可
能
な
と
こ
ろ
な
ら
、
何
処
へ
で
も
移

民
を
送
り
出
そ
う
と
日
本
政
府
が
追
い
こ
め
ら
れ
た
昭
和
初
め
以
来
の
考

え
が
、
敗
戦
に
よ
り
強
化
さ
れ
た
一
〇
年
間
で
も
あ
っ
た
。
ボ
リ
ピ
ア
移

民
は
こ
の
両
者
が
合
致
し
た
短
い
期
間
の
落
と
し
子
と
で
も
言
え
よ
う

か
」
（
第
十
二
章
）
。

　
ボ
リ
ビ
ア
移
住
地
へ
の
経
済
援
助
は
、
一
九
八
二
年
ま
で
に
事
業
費
だ

け
で
も
四
〇
億
円
を
投
じ
、
全
移
住
予
算
に
占
め
る
比
率
は
近
年
二
五
～

三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
達
し
て
い
る
（
第
＋
二
章
）
。
し
か
も
今
後
の
投
下

資
金
の
必
要
性
は
、
日
本
国
政
府
が
自
ら
募
集
し
送
り
込
ん
だ
人
々
に
一

応
文
化
的
な
生
活
水
準
を
保
た
せ
る
た
め
に
は
今
後
も
減
じ
る
こ
と
は
な

い
。
し
か
し
、
い
つ
ま
で
タ
ッ
ク
ス
・
ペ
イ
ヤ
！
た
る
日
本
国
民
が
、
こ

の
延
々
と
続
く
ボ
リ
ビ
ア
移
民
へ
の
援
護
に
合
意
す
る
だ
ろ
う
か
と
著
者

は
述
べ
、
今
、
目
本
政
府
は
極
め
て
困
難
な
政
策
の
決
定
を
迫
ら
れ
て
い

る
と
指
摘
し
て
い
る
（
第
＋
二
章
）
．

四

　
著
者
は
日
本
の
出
移
民
を
、
日
本
国
家
お
よ
び
移
民
へ
の
排
斥
に
つ
ぐ

排
斥
の
歴
史
と
し
て
把
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
昭
和
三
〇
年
以
来
、
日
本

の
官
公
庁
で
は
「
移
民
」
を
「
移
住
者
」
と
い
う
言
葉
に
変
え
て
も
，
実
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体
は
何
ら
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
主
張
す
る
。
「
戦
後
の
移
住
は
戦
前
の
移

住
の
軌
道
上
の
延
長
そ
の
も
の
」
（
序
論
）
で
あ
っ
た
。
外
務
省
関
係
者

が
「
移
住
は
多
少
ま
と
ま
っ
て
継
続
的
に
行
な
わ
れ
る
な
ら
ば
実
際
に
受

入
国
に
も
送
出
国
に
も
い
ち
ぢ
る
し
い
貢
献
を
し
…
…
」
（
『
わ
が
国
民
の

海
外
発
展
』
外
務
省
領
事
移
住
部
昭
和
四
六
年
）
と
作
文
し
て
み
て
も
、
「
罵

倒
さ
れ
、
迫
害
さ
れ
、
排
斥
さ
れ
、
閉
め
出
さ
れ
た
も
の
に
（
新
世
界
へ
の
）

『
参
加
者
』
な
ど
と
い
う
名
誉
あ
る
、
少
な
く
と
も
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
呼

称
が
与
え
ら
れ
る
筈
は
な
い
」
（
第
三
章
）
と
著
者
は
断
言
し
て
い
る
．

　
移
住
が
個
人
的
な
も
の
と
し
な
が
ら
も
、
何
ら
か
の
形
で
国
家
が
関
与

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
に
、
移
住
行
政
の
も
つ
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
原

点
が
あ
る
．
外
務
省
は
「
移
住
が
移
住
と
し
て
の
公
的
な
存
在
を
主
張
し
、

国
の
特
別
の
保
護
や
助
成
を
期
待
す
る
た
め
に
は
何
か
そ
の
私
的
利
益
の

追
求
が
、
同
時
に
公
共
の
利
益
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
関
係
が
な

く
て
は
な
ら
な
い
」
（
外
務
省
領
事
移
住
部
　
前
掲
書
）
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
国
が
政
策
の
対
象
と
し
て
取
り
あ
げ
た
移
住
は
、
大
正
以
後
政
府
が

積
極
的
に
日
本
人
を
特
定
の
後
進
地
域
へ
送
り
出
し
た
「
棄
民
」
で
あ
っ

た
．
た
し
か
に
本
書
の
著
者
が
指
摘
す
る
と
お
り
戦
前
の
軌
道
上
に
戦
後

の
移
住
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
な
ら
ば
、
「
棄
民
政
策
」
は
つ
づ
け
ら
れ
て

い
た
こ
と
に
な
る
．
著
者
自
身
、
戦
後
の
移
住
行
政
に
関
与
し
て
い
な
が

ら
、
そ
れ
を
糾
弾
す
る
の
は
こ
の
点
に
つ
い
て
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ

れ
で
は
、
い
つ
迄
も
移
民
個
々
人
は
表
舞
台
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
は
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
著
者
は
、
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
移
民
は
「
棄
民
」
で
は
な
か

っ
た
と
い
う
．
生
活
水
準
の
低
い
社
会
か
ら
高
い
社
会
へ
の
移
住
は
棄
民

で
な
い
と
す
る
著
者
の
定
義
を
う
け
入
れ
る
と
し
て
も
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
等
の
西
海
岸
諸
州
に
お
い
て
日
本
人
は
激
し
く
排
斥
さ
れ
、
ま
た
イ
タ

リ
ー
系
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
な
ど
の
ヨ
ー
・
ッ
パ
人
の
新
移
民
に
比
し
て

期
間
的
に
長
く
排
斥
さ
れ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
．
し
た
が
っ
て
、
移
民

の
個
々
人
に
し
て
み
れ
ば
ア
メ
リ
カ
に
行
こ
う
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
行
こ
う

が
生
活
の
実
態
や
意
識
は
変
わ
り
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
今
後
、

こ
の
よ
う
な
移
民
の
生
活
史
の
研
究
か
ら
、
日
本
の
移
住
政
策
を
逆
照
射

し
て
み
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
本
書
の
意
義
は
従
来
の
移
民
研
究
の
方
法
の
集
大
成
を
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
新
た
な
移
住
研
究
の
地
平
を
開
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
．

　
　
　
　
（
玉
川
大
学
出
版
部
・
一
九
八
七
年
・
九
二
八
頁
・
一
七
〇
〇
〇
円
）
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